
新宿で、立ちあがる、走りだす、はばたく。

新宿区立高田馬場創業支援センターニュースレター
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　高田馬場創業支援センターでは、これから創業を目指す方や創業して間もない方を対象とした、創業時に役立つ情
報や知見を紹介するセミナーを毎年開催しています。
　8月には「複数の仕事でビジネスを広げる自分らしい働き方のヒント」をテーマに「ポートフォリオ型キャリア」の
重要性を解説するセミナーを開催。9月には毎年好評をいただいている、会社を設立する際に必要な基礎知識や手続
きに関して解説するセミナーを開催します。
　いずれのセミナーも講演後には、任意参加の交流会（有料）を実施予定です。講師や他の参加者と直接コミュニケー
ションをとることができます。
　創業する上で重要な知識や情報の取得だけでなく、同じステージに立つ創業者とも繋がることができる機会です
ので、是非ご参加ください。

　各セミナーの詳細な内容、お申込みは当センターWebサイトのイベントページに掲載しますので、各ページをご確認
ください。皆様からのお申込みをお待ちしております。

利用者募集のお知らせNEWSNEWS

施設内容・利用申請に関する詳細はこちら
https://incu.shinjuku-center.jp/usage

創業セミナーを8月・9月に開催しますNEWSNEWS

　高田馬場創業支援センターは高田馬場駅から徒歩2分という好立地の、10席のフリーアドレスを中心としたイ
ンキュベーションオフィス（シェアオフィス）です。年末年始を除く毎日8:30から24:00までお使いいただけます。
個人の作業スペースの他、会議室や交流スペースを使っての来客対応も可能です。また、当施設の住所での郵便
物の受け取りや登記もできます。
　申請を行い、審査をへて、利用承認の得た方がご利用いただける施設ですので、ドロップインのような一時利
用はできません。現在は定期的に利用者募集を行っています。
　9月1日から利用開始となる利用者募集を7月1日（火）～7月31日（木）の期間に行います。募集の期間内に

① センターを見学して、利用方法などについて説明を受ける（事前予約制）
② 新宿区産業振興課への利用申請と事業計画書などの提出
を行う必要があります。※①は期間前でも対応可能。

　申請者が多数の場合は面接を実施し、利用者を決定します。詳細は当センターWebサイトをご確認ください。

【利用料】　　　　 シェアオフィス：月額1万円
　　　　　　　　個室オフィス：月額3万円
　　　　　　　　　　  　※個室オフィスは2室。満室の場合はご利用頂けません。

　　　　　　　　コピー・プリント出力料：別途（利用分）

【利用承認期間】　  利用承認日（承認月の1日）から6ヶ月
　　　　　　　　　　  　※区長が必要と認めたときは、3回までの利用更新を可とし、
　　　　　　　　　　　  　最長2年間の利用を限度とします。

日　時：8月2日 (土)14:00～17:00
講　師：株式会社MASH　代表取締役 染谷 昌利氏

日　時：9月27日 (土)14:00～17:00
講　師：アップシード法務事務所　司法書士 千葉 将人氏

ポートフォリオ型キャリアのつくり方
～複数の仕事でビジネスを広げる

自分らしい働き方のヒント～

知っておきたい
「はじめての会社設立」

https://incu.shinjuku-center.jp/category/seminar
創業セミナーの詳細はイベントページの各セミナー記事をチェック！

※いずれも参加費は無料です



　現在利用者の募集は定期的に募集期間を設けて行っています。ご利用に
あたっては、必ず当センターの見学・利用相談を受けてください。
　そのうえで、必要書類をご提出いただき、事業計画の具体性、実現可能性
等を審査し、承認された方に限りご利用いただけます。
詳細については当センターWebページ等でご確認ください。
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　どのようなステージで起業されるかによって、アプローチの方法などは全然違ってくると思いますが、私のようにあ
る程度の年齢から起業を目指すとなると、1つのシナリオだけを押していこうとしてもそれは厳しい。うまくいかな
かった時はシナリオBへ、あるいは1度立ち止まることも含め、いくつか落とし所を準備しつつ進めていくという、慎重
な方法をとることも必要な気がします。
　もう一つは、やはり家族の協力があってできることなので、家族の理解や協力への感謝も忘れず進めていくことが
大事です。

創業を目指している方にメッセージをお願いします。

　新宿区は日本の中心地であり、色々なメーカーさんとお付き合いをする上でも非常に効果的であると思ったことと、
新宿には大型家電量販店が多く、電気製品を販売する上で「世の中が今注目している物は何か」という空気をいち早く
感じやすいエリアなので、新宿で創業しようとを考えました。
　実は学生時代、早稲田大学の理工学部で学んでおり、高田馬場界隈は将来の夢を抱きながら歩いた場所でもあります。
会社を立ち上げ、また新たに一歩、歩き始めることを考えた時に、当時を思い起こして再スタートするには絶好の地だ
ということで高田馬場創業支援センターに入居しました。

　機器の開発は苦労もしますが、結構楽しみながらできています。しかし、1人で創業したので、開発だけではなく今ま
で他部門でやってもらっていた経営的な業務も自分でやらないといけないということが一番大変でした。Webで情報
を集めつつ、高田馬場創業支援センターや他の創業支援の機関でアドバイスをいただきながらやってきています。
　また、「ものづくり」で創業しようとした場合、アイデアだけで勝負できる訳ではありません。プロトタイプの試作、
市場調査や量産を意識したノウハウも必要になるため、ものづくりに対する支援やバックアップをしてくれる施設も活
用しました。
創業に新宿区を選んだ理由を教えてください。

創業する際に大変だったことは何ですか？

　長く会社員として、音響に関する設計開発に携わってきました。どんなに手応えや
自信があったとしても、「確実に利益が出るのか」「台数が見込めるのか」といった点が
会社の意思決定で重視されてしまい、商品化できずに埋もれていったアイデアが数多
くありました。このままだと永久に日の目を見ないで終わってしまうアイデアを形に
するには、自分が商品化の判断をできる立場でやるしかないと考えたことが理由の1つ
です。

　立体的で臨場感や没入感に優れた音を録音することができるバイノーラルマイクの
開発、販売を行っています。ここ数年でバイノーラルマイクを使って、立体音響だけで
はなくASMRなどの新しい使い方をしてみたいというニーズが主に若年層の間で急速に
増えてきています。しかし、安くても10万前後、高い物は100万円を超える商品もあり、
高額な価格や、複雑な接続、周辺機器が必要なことから、一般の方には参入障壁が高い
のが現状です。そこで、もっと簡単に手にすることができて、立体音響の面白さを楽し
める機材を提供したいと開発したのが、今回発売したスマホと接続することで録音で
きるバイノーラルマイクです。クラウドファンディングを活用し支援を集めることに
成功した結果、商品化に至ることができました。現在はECサイトで販売をしつつ、さ
らなる開発、改良を進めています。
創業しようと決めたきっかけは何ですか？

現在の事業内容について教えてください。

ソニー株式会社にて立体音響機器開
発に従事し、サラウンドヘッドホンな
どの数多くの製品を世に送り出す。
オーディオの楽しみは、製品を『手に
した時に感じる高揚感』に始まると
の思いから、お客様が思わず手にし
たくなる“ものづくり創業” を決意。
東京都の「多摩ものづくりスタート
アップ起業家育成事業」の採択を受
け、立体音響専門ブランド“WHISMR” 
を2023年10月に設立。

WHISMR合同会社
　　　　　　　代表   山田裕司 さん

利用者インタビュー：WHISMR合同会社　代表  山田裕司さんVOICEVOICE
市場にまだないアイデアで立体音響をもっと手軽に楽しめる
　　　　　　　　　　　　　　音響機器ブランドを作りたい


